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金
きん

の臼
うす

 

 

むかしむかし、みぞろが沼
ぬま

のほとりに、兄弟
きょうだい

の百 姓
ひゃくしょう

が住
す

んでいました。兄
あに

は少
すこ

しおろかで、弟
おとうと

は小賢
こざか

しい男
おとこ

でした。

その 弟
おとうと

は兄
あに

を毎
まい

日
にち

沼
ぬま

の岸
きし

へ行
い

かせて、草刈
くさかり

ばかりさせてい5 

ました。 

ところがある日、沼
ぬま

から美
うつく

しい女
おんな

の人
ひと

が、手
て

に一通
いっつう

の

手紙
てがみ

を持
も

って出
で

てきて、「どうかこの手
て

紙
がみ

を御
お

駒
こま

が岳
たけ

の麓
ふもと

に

ある八郎
はちろう

が沼
ぬま

まで持
も

って行
い

ってください」と、その兄
あに

に頼
たの

み

ました。「八郎
はちろう

が沼
ぬま

へ行
い

ったら、岸
きし

に立
た

って手
て

を叩
たた

いてくだ10 

さい。そうすれば水
みず

の中
なか

から若
わか

い女
おんな

が出
で

て来
く

るから、それに

この手紙
てがみ

を渡
わた

してください。」と言
い

いました。男
おとこ

は頼
たの

まれて、

早速
さっそく

その手紙
てがみ

を持
も

って八郎
はちろう

が沼
ぬま

へ行
い

きました。そうして教
おし

え

られた通
とお

りに手
て

を叩
たた

くと、沼
ぬま

から美
うつく

しい女
おんな

が現
あらわ

れて手紙
てがみ

を受
う

け取
と

って読
よ

みました。みぞろが沼
ぬま

の姉
あね

が、いつも世話
せ わ

に15 

なっているそうですね。この手紙
てがみ

の中
なか

に書
か

いてある物
もの

は、今
いま

持
も

って来
き

てあげるからしばらく待
ま

っていてください」と言
い

って、

沼
ぬま

に戻
もど

って小
ちい

さな石
いし

の挽
ひ

き臼
うす

を手
て

に持
も

って、再
ふたた

び出
で

て来
き

ま

した。「これは私
わたし

の宝物
たからもの

だけれども、姉
あね

の言
い

いつけだから

あなたに差
さ

し上
あ

げます。この小臼
こうす

に一粒
ひとつぶ

の米
こめ

を入
い

れてまわす 20 
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金=Gold; 臼=Mühle 

 

沼=Sumpf; みぞろが沼=Sumpf mizoro 

小賢しい=schlau 

草刈=das Mähen 5 

 

 

御駒が岳=Berg okoma 

八郎が沼=Sumpf hachiro 

手をたたく=in die Hände klatschen 10 

 

 

教えられた通りに=wie angewiesen 

 

世話になる=viel zu verdanken haben 15 

 

 

挽き臼=Mühle 

言いつけ=Anweisung 

小臼=kleine Mühle; 一粒= ein Korn 20 



 3 

と、黄金
? ? ? 英

の粒
つぶ

がひとつ出
で

ます。ただ帰
かえ

ったら庭
にわ

の片隅
かたすみ

に、ひ

とつの池
いけ

を作
つく

って、朝
あさ

と晩
ばん

にそこから水
みず

を汲
く

んで、この挽
ひ

き臼
うす

に供
そな

えてください。」こう言
い

って臼
うす

を男
おとこ

に手渡
てわた

しして、また

沼
ぬま

へ入
はい

って行
い

きました。 

 兄
あに

は小臼
こうす

を持
も

って自分
じぶん

の家
いえ

に帰
かえ

り、毎日
まいにち

一粒
ひとつぶ

ずつの黄金
おうごん

5 

を臼
うす

から出
だ

して、楽々
らくらく

と暮
くら

すようになりました。 弟
おとうと

は兄
あに

が

最近
さいきん

草刈
くさかり

にも行
い

かないで、楽
らく

に暮
くら

しているのを変
へん

に思
おも

って、

そっと覗
のぞ

いて見
み

ると妙
みょう

な臼
うす

をまわしています。それで兄
あに

の

留守
る す

に、小臼
こうす

を見
み

つけ出
だ

して、米粒
こめつぶ

をひとつ入
い

れてまわして見
み

ると、たちまち黄金
おうごん

の粒
つぶ

が出
で

るのでびっくりしました。しか10 

し欲
よく

の深
ふか

い 弟
おとうと

ですから、それだけでやめることができませ

ん。一度
いちど

にたくさんの金
きん

を取
と

ろうと思
おも

って、お椀
わん

に一杯
いっぱい

の米
こめ

を

いれてその臼
うす

をまわして見
み

ました。そうすると小臼
こうす

はころこ

ろと転
ころ

がって、外
そと

へ出
で

て、庭
にわ

の隅
すみ

に掘
ほ

った池
いけ

の中
なか

おちて、と

うとう見
み

えなくなってしまいました。 15 
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 4 

黄金=Gold; 片隅=am Rande, in einer Ecke 

 

供える=niederlegen 

 

 5 

楽々と=sorglos, mühelos 

変に思う=sich über etwas wundern 

 

 

たちまち=im Nu 10 

欲の深い=gierig 

 

 

 


